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【
概
況
】

　

農
水
省
の
調
査
で
は
、
カ
イ
ワ
レ
の

ピ
ー
ク
は
１
９
９
０
年
、
全
国
で
1
万

８
２
７
０
t
生
産
さ
れ
た
。
こ
の
年
、

東
京
市
場
に
は
４
９
６
０
t
が
入
荷

し
て
キ
ロ
単
価
は
２
８
０
円
。
そ
れ
が
28
年
後

の
２
０
１
８
年
の
東
京
市
場
に
は
84
％
減
っ

て
８
０
１
t
、
８
分
の
１
に
激
減
し
た
。
単
価

は
２
・
４
倍
の
６
７
３
円
だ
。
と
こ
ろ
が
、
全

国
の
生
産
動
向
と
東
京
市
場
の
入
荷
動
向
に

は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
東
京
市
場
の
入
荷
の

ピ
ー
ク
は
、
５
年
前
の
85
年
の
６
２
６
７
t
で

あ
る
。

【
背
景
】

　

カ
イ
ワ
レ
に
は
非
常
に
劇
的
な
歴
史
が
あ

る
。
昭
和
50
年
初
頭
に
ス
ー
パ
ー
競
合
戦
争
が

展
開
し
、
つ
ま
物
野
菜
が
店
舗
・
商
品
差
別
化

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の
出
世

頭
が
オ
オ
バ
と
カ
イ
ワ
レ
で
あ
る
。
も
や
し
業

者
が
一
斉
に
生
産
を
開
始
す
る
と
入
荷
が
急

増
。
東
京
市
場
で
は
カ
イ
ワ
レ
の
統
計
を
83
年

か
ら
独
立
さ
せ
た
。
そ
の
年
の
入
荷
は
３
９
０

０
t
で
２
年
後
に
約
６
３
０
０
t
と
史
上
最

大
量
が
入
荷
。
以
降
、
漸
減
が
続
き
95
年
に
３

５
０
０
t
ま
で
減
っ
た
と
こ
ろ
で
、
あ
の
事
件

が
勃
発
す
る
の
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

96
年
７
月
、
学
校
給
食
で
死
者
３
人
を
出
す

O

-

１
５
７
食
中
毒
事
件
が
起
こ
り
、
最
初
は

カ
イ
ワ
レ
が
原
因
だ
と
疑
わ
れ
た
（
後
に
不
起

訴
）。
事
件
直
後
か
ら
カ
イ
ワ
レ
は
小
売
店
頭

か
ら
姿
を
消
し
、
翌
97
年
に
は
年
間
８
０
９
t

と
８
割
も
の
急
降
下
。
そ
の
後
、
２
０
１
８
年

ま
で
の
20
年
間
は
ず
っ
と
横
ば
い
だ
っ
た
が
、

入
荷
減
で
単
価
が
高
騰
す
る
の
は
業
務
用
需
要

が
底
堅
い
か
ら
。
一
方
、
20
年
を
経
過
し
て
ス

ー
パ
ー
で
の
品
ぞ
ろ
え
商
品
に
定
着
し
た
。
事

件
を
知
ら
な
い
若
年
層
が
抵
抗
な
く
評
価
し
始

め
て
い
る
。

【
概
況
】

　

ワ
ケ
ギ
の
生
産
ピ
ー
ク
は
１
９
７

８
年
の
1
万
６
９
０
０
t
で
あ
る
。
一

方
、
東
京
市
場
に
お
け
る
ワ
ケ
ギ
の
入

荷
ピ
ー
ク
は
、
統
計
的
に
は
85
年
、
こ

こ
で
は
生
産
ピ
ー
ク
に
近
い
81
年
の
統
計
を

採
用
し
て
い
る
。
生
産
ピ
ー
ク
と
東
京
市
場
へ

の
入
荷
ピ
ー
ク
に
は
７
年
も
の
差
が
あ
る
が
、

生
産
ピ
ー
ク
と
入
荷
ピ
ー
ク
を
２
０
１
８
年

と
対
比
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
わ
ず
か
４
～
５

％
（
東
京
市
場
で
１
６
８
t
）
に
激
減
。
さ
ら

に
86
年
に
前
年
比
43
％
減
と
い
う
事
件
が
起

こ
る
。

【
背
景
】

　

ワ
ケ
ギ
に
は
謎
が
多
い
。
ひ
と
つ
は
86
年
に

「
ワ
ケ
ギ
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
「
小
ネ
ギ
」

が
独
立
統
計
に
な
っ
た
（
約
２
７
０
０
t
）。

“
ワ
ケ
ギ
〟
で
入
荷
し
た
も
の
は
、
学
術
的
に

は
葉
ネ
ギ
の
一
種
の
「
ワ
ケ
ネ
ギ
（
分
け
葱
）」

で
あ
り
、
ワ
ケ
ギ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
タ
マ
ネ

ギ
の
仲
間
。
だ
か
ら
、
千
葉
産
の
「
あ
じ
さ
い

ね
ぎ
」
や
関
西
で
の
「
九
条
ネ
ギ
」
な
ど
の
「
青

ネ
ギ
」
は
「
ワ
ケ
ネ
ギ
」（
葉
ネ
ギ
）
で
あ
り
、

「
博
多
万
能
ね
ぎ
」
な
ど
の
小
ネ
ギ
は
若
ど
り

の
葉
ネ
ギ
で
あ
る
。
植
物
分
類
に
沿
う
統
計
名

変
更
が
待
た
れ
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

そ
し
て
２
０
０
３
年
に
ワ
ケ
ギ
の
入
荷
が
前

年
比
54
％
も
減
る
と
い
う
“
事
件
〟
が
起
き
る
。

ワ
ケ
ギ
の
７
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
千
葉
産
「
あ

じ
さ
い
ね
ぎ
」
は
ワ
ケ
ギ
で
は
な
い
と
言
い
、

こ
の
年
、
千
葉
産
ワ
ケ
ギ
は
５
４
０
t
減
り
、

小
ネ
ギ
が
２
０
０
t
近
く
増
え
た
。
い
ま
関
東

で
は
ワ
ケ
ネ
ギ
、
葉
ネ
ギ
の
需
要
が
伸
び
て
き

た
。
葉
ネ
ギ
を
た
っ
ぷ
り
使
う
う
ど
ん
チ
ェ
ー

ン
の
丸
亀
製
麺
で
は
関
東
に
葉
ネ
ギ
の
契
約
産

地
を
持
っ
て
い
る
し
、
い
ま
や
小
売
店
や
業
務

用
で
も
「
九
条
ネ
ギ
」
が
必
須
ア
イ
テ
ム
。
葉

ネ
ギ
の
香
り
と
辛
味
の
復
権
で
あ
る
。

「
小
物
・
特
殊
野
菜
」（
つ
ま
物
野
菜
や
季
節
的
な
野
菜
）
は
、

大
雑
把
に
い
え
ば
、
昭
和
60
年
代
に
入
っ
て
か
ら
徐
々
に
減

り
始
め
、
平
成
の
４
～
５
年
以
降
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
と

も
に
、
急
減
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
生
産
の
増
減

が
そ
の
ま
ま
市
場
入
荷
推
移
に
反
映
さ
れ
、
影
響
を
受
け
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、「
生
産
量
」
の
ピ
ー
ク
が
市
場

入
荷
量
と
し
て
も
ピ
ー
ク
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
市
場

の
入
荷
動
向
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
す
デ
ー
タ

は
、
日
本
最
大
の
消
費
地
に
立
地
し
、
最
大
の
集
荷
能
力
を

誇
る
首
都
・
東
京
市
場
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
国
生
産
量

の
減
少
傾
向
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
の
数

字
が
乖
離
す
る
現
象
は
品
目
ご
と
に
物
語
が
あ
る
。

カイワレ
28
年
間
で
８
割
以
上
減
っ
た〝
出
世
野
菜
〟、

〝
事
件
〟は
20
年
を
経
て
若
年
層
に
需
要
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量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
1990年数量 2018年数量
1990年単価 2018年単価

1990年　 4,960t／280円
2018年　    801t／673円
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価格 
1981年数量 2018年数量
1981年単価 2018年単価

1981年    3,057t／483円
2018年       168t／846円
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減
少
傾
向
は
バ
ブ
ル
絶
頂
期
か
ら
始
ま
る
、

相
場
だ
け
で
な
く
一
般
需
要
拡
大
で
復
権
を

【
概
況
】

　

パ
セ
リ
の
生
産
最
盛
期
だ
っ
た
の

は
１
９
９
２
年
で
１
万
１
３
３
２
t

で
あ
る
。
東
京
市
場
の
同
年
の
入
荷
量

は
３
０
５
７
t
で
、
生
産
量
に
占
め
る

東
京
市
場
の
割
合
は
27
％
。
カ
イ
ワ
レ
も
同

率
、
ワ
ケ
ギ
の
25
％
と
並
ん
で
東
京
集
中
型
の

品
目
だ
。
生
産
量
は
20
年
後
に
は
６
割
減
り
、

そ
の
４
年
後
に
さ
ら
に
43
％
減
っ
た
。
ピ
ー
ク

時
の
４
分
の
１
だ
。
東
京
市
場
へ
の
入
荷
量
、

94
年
対
２
０
１
８
年
で
も
同
様
で
あ
る
。
激
減

し
た
割
に
は
単
価
は
２
倍
に
し
か
な
っ
て
い

な
い
。
そ
こ
に
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。

【
背
景
】

　

業
務
用
需
要
に
特
化
し
て
き
た
パ
セ
リ
は
、

あ
ら
ゆ
る
外
食
産
業
で
最
も
多
用
さ
れ
る
添

え
物
で
あ
り
、“
食
べ
な
い
野
菜
〟
の
代
表
格
。

そ
の
パ
セ
リ
の
生
産
最
盛
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど

バ
ブ
ル
が
弾
け
始
め
た
94
年
だ
。
そ
れ
か
ら
始

ま
る
果
て
し
な
い
不
況
を
予
測
し
た
か
の
よ

う
で
興
味
深
い
。
現
に
そ
れ
か
ら
十
数
年
は
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
競
争
時
代
と
な
り
、“
飾
り
だ

か
ら
食
べ
な
い
〟
も
の
は
真
っ
先
に
削
ら
れ

た
。
象
徴
的
な
の
は
平
成
20
年
前
後
、
ツ
マ
物

な
ど
を
“
使
い
回
す
〟
船
場
吉
兆
等
、
賞
味
期

限
偽
装
な
ど
が
発
生
し
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

パ
セ
リ
は
４
分
の
１
に
な
っ
て
も
ほ
ぼ
高
騰

し
な
か
っ
た
の
は
、
需
要
そ
の
も
の
も
減
っ
た

か
ら
。
元
々
高
い
ク
レ
ソ
ン
な
ど
を
使
っ
て
い

た
と
こ
ろ
が
、
パ
セ
リ
に
格
落
ち
す
る
な
ど
の

“
新
た
な
需
要
〟
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
“
２
倍

程
度
の
高
値
〟
に
収
ま
っ
た
理
由
だ
。
ま
た
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
出
荷
量
を
減
ら
し
た
の

は
主
産
地
・
千
葉
。
消
費
動
向
に
敏
感
な
千
葉

ら
し
い
。
パ
セ
リ
の
生
産
～
流
通
動
向
は
、
景

気
に
リ
ン
ク
す
る
業
務
用
需
要
の
実
像
を
浮
き

彫
り
に
す
る
が
、
一
般
需
要
の
開
発
こ
そ
産
地

の
課
題
で
あ
る
。

【
概
況
】

　

食
用
菊
の
生
産
最
盛
期
は
、
１
９
８

６
年
で
あ
る
。
生
産
量
は
か
さ
ば
る
割

に
は
軽
い
た
め
５
１
５
０
t
。こ
の
年
、

東
京
市
場
に
は
３
９
２
t
入
荷
し
た
。

山
形
、
新
潟
な
ど
で
は
季
節
的
で
重
要
な
郷
土

食
で
あ
り
、
地
元
の
需
要
が
強
い
は
ず
だ
が
、

や
は
り
東
京
市
場
の
業
務
用
中
心
の
需
要
が

あ
り
、
生
産
量
の
８
％
相
当
量
が
入
荷
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
２
０
１
６
年
に
は
30
年
前
の
86

年
の
17
％
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
ブ
ル

崩
壊
に
よ
る
需
要
減
だ
け
で
は
な
い
が
、
な
ぜ

バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
か
ら
減
少
し
た
か
。

【
背
景
】

　

生
産
量
は
６
分
の
１
に
な
っ
て
も
、
東
京
市

場
の
86
年
対
２
０
１
８
年
の
32
年
間
の
入
荷

量
を
対
比
す
る
と
６
割
減
に
と
ど
ま
り
、
単
価

は
24
％
上
が
っ
た
だ
け
。
し
か
も
、
東
京
市
場

の
入
荷
ピ
ー
ク
は
生
産
最
盛
期
の
８
年
後
の

94
年
、
バ
ブ
ル
経
済
の
動
き
と
連
動
し
て
い

る
。
こ
の
８
年
の
間
に
東
京
市
場
で
の
需
要
が

引
き
続
き
あ
っ
て
も
、
生
産
が
減
り
始
め
る
と

い
う
現
象
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
“
市
場
相

場
〟
と
い
う
魔
物
の
せ
い
で
は
な
い
か
。
産
地

か
ら
の
出
荷
と
、
そ
れ
を
受
け
る
市
場
相
場
と

の
因
果
関
係
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

食
用
菊
は
、
出
荷
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
よ
り
有
利
販
売
し
た
い
。
そ
の
判
断
基
準

は
東
京
市
場
で
の
評
価
だ
。
86
年
が
結
果
的
に

生
産
最
盛
期
だ
っ
た
の
は
相
場
推
移
が
関
係
す

る
。
84
年
に
３
２
０
t
入
荷
で
単
価
は
１
３
３

８
円
だ
っ
た
が
、
85
年
に
は
３
８
３
t
と
２
割

増
だ
っ
た
も
の
の
、
単
価
は
史
上
最
高
値
の
１

５
２
６
円
。
こ
れ
を
見
て
産
地
は
86
年
に
は
増

産
し
て
強
気
の
出
荷
。
が
、
９
９
１
円
と
空
前

の
安
値
だ
。
こ
れ
で
産
地
は
生
産
意
欲
を
落
と

し
て
し
ま
う
。
和
食
ブ
ー
ム
の
現
在
、
消
費
拡

大
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
。

入
荷
量
と
し
て
も
ピ
ー
ク
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
市
場

の
入
荷
動
向
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
す
デ
ー
タ

は
、
日
本
最
大
の
消
費
地
に
立
地
し
、
最
大
の
集
荷
能
力
を

誇
る
首
都
・
東
京
市
場
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
国
生
産
量

の
減
少
傾
向
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
の
数

字
が
乖
離
す
る
現
象
は
品
目
ご
と
に
物
語
が
あ
る
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
1992年数量 2018年数量
1992年単価 2018年単価

1992年   2,868t／633円
2018年   720t／1,253円
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量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
1986年数量 2018年数量
1986年単価 2018年単価

1986年     392t／991円
2018年  161t／2,246円
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パセリ
生
産
量
の
25
％
以
上
が
東
京
市
場
集
中
型
、

業
務
用
の
鉄
壁
需
要
だ
け
で
な
く
普
及
を


